
受給対象となる研修・訓練

参考事例

・新たな事業を展開
・新しいサービスを開発
・新メニュー
　プラン作成に必要な
　知識を得るための研修

事業展開のため

・予約システムの導入
・電子化サービスの利用で
　ペーパーレス化
・業務効率化のためチャットなど
　コミュニケーションツール導入

業務効率UPが目的の
DX化・デジタル技術導入

参考事例

カーボンニュートラル化
(温室効果ガス排出削減)

・CO2が排出される自動車
　ではなくドローンを導入
・風力発電など環境に
　配慮した電力供給システム
　を構築するためエンジニア
　育成講座を受講

参考事例

時代の変化
(DX化・環境問題)

働き方改革 コスト削減

賃金助成

研修1h毎に

960円支給
（大企業：460円）

経費助成

費用の

75%支給
（大企業：60%）

助成金制度推進センター
京都府京都市下京区柿本町579
五条堀川ビル 9F
https://sppo.jp/

QRコード075-585-5478
backoffice@sppo.jp

人材育成や新設備…必要だとは分かっていても、頭が痛い投資金額。
助成金を活用すれば、無理なく導入出来ます。

公式LINEで
友達追加して　　　　　　　　　と送るだけ！

無料相談受付中
リスキリング相談

mailto:backoffice@sppo.jp


賃金助成
（1人1時間あたり） 経費助成

1事業所1年度あたりの
助成限度額

中小企業 大企業 中小企業 大企業 中小企業 大企業

助成率 960円 480円 75% 60% 1億円

講習時間
10h以上100h未満 100h以上200h未満 200h以上

中小企業 大企業 中小企業 大企業 中小企業 大企業

限度額 30万円/1名 20万円/1名 40万円/1名 25万円/1名 50万円/1名 30万円/1名

受給

助成金を受給するまでの3ステップ

申請

助成額について

申込み

給付金額計算方法（※中小企業の場合）

960円×講習時間受講費の75％

賃金助成

２4時間×960円
23,040円

経費助成

(上限)

45万円×75%
30万円

● 研修時間24時間、研修費用45万円だった場合…

助成金合計

323,040円

保険の代理店
・健康経営の基礎
・コンサルノウハウ
　が学べる研修を受ける

健康経営のコンサル事業を始める

助成金制度推進センター
京都府京都市下京区柿本町579
五条堀川ビル 9F
https://sppo.jp/ backoffice@sppo.jp

075-585-5478

受講者1人あたりの経費助成限度額

給付金額計算方法（※中小企業の場合）

申請後、２〜4ヶ月で
助成金交付（目安）

研修開始日より
一か月前までに助成金申請

受講者が所属する会社を通し、
希望する研修等に申込み



参考例

公式LINEで
友達追加して　　　　　　　　　と送るだけ！

無料相談受付中
リスキリング相談

mailto:backoffice@sppo.jp

